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一 般 質 問の し ろ 市 議 会 だ よ り 　 わ た し 　 ま ち

平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成

質　

財
政
調
整
基
金
は
前
年
度
よ
り
約
８
億
７
千
万
円
ふ

え
、
約
55
億
８
千
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
関
係
の
基
金
残

額
は
約
１
０
７
億
円
で
、
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
が
良
好
な

う
ち
に
、
課
題
解
決
の
た
め
に
積
極
的
な
施
策
の
展
開
を
。

答　
「
能
代
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
施
策
の
着
実
な
実
施
と
と
も
に
、
市
民
の
健

康
づ
く
り
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
施
策

に
取
り
組
む
た
め
、
予
算
を
編
成
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

将
来
世
代
に
過
度
の
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
な
予
算
編
成
を
行
い
た
い
。

東
能
代
駅
自
由
通
路
等
の
整
備

質　

東
能
代
駅
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
管
内
に
４
駅
あ
る

重
要
拠
点
駅
の
１
つ
で
、
東
能
代
駅
以
外
は
全
て
自
由
通
路

が
完
備
さ
れ
、駐
車
場
等
を
確
保
し
て
い
る
。
秋
田
県
・
Ｊ
Ｒ
・

能
代
市
が
対
等
な
立
場
で
、
実
現
に
向
け
て
の
話
し
合
い
を
。

答　

東
能
代
駅
は
、
土
地
利
用
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た

際
に
は
、
具
体
的
な
検
討
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
、

駐
車
場
の
整
備
も
含
め
、
難
し
い
。
駅
周
辺
の
整
備
に
は
、

秋
田
県
及
び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
大
き
く
か
か
わ
る
の
で
、
御
提

案
の
事
業
に
対
す
る
考
え
方
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し

た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
能
代
市
総
合
体
育
館
駐
車
場
整
備
を

○
歴
史
民
俗
資
料
館
と
美
術
展
示
館
整
備

○
能
代
市
の
財
産
「
風
の
松
原
」
利
活
用

平
政
・
公
明
党

庄 
司　

絋 

八

公
共
交
通
戦
略

質　

高
齢
者
の
事
故
が
ふ
え
、
安
心
し
て
運
転
か
ら
卒
業
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
大
事
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
交
通
弱

者
の
割
合
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
公
共
交
通
の
役
割
は
増

し
て
い
る
。
戦
略
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
見
直
し
は
。

答　

巡
回
バ
ス
及
び
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に

取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
は
得
ら
れ
た
と
考
え
る
。
地
域
の

現
状
に
あ
っ
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
一
体
的
に

形
づ
く
り
、
持
続
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、「
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」
へ
の
移
行
を
見
据
え
、
よ
り
利
便
性

の
高
い
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す
る
検
討
を
深
め
た
い
。

誰
も
が
集
え
る
地
域
の
拠
点

質　

公
民
館
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
学
習
拠
点
だ

け
で
な
く
交
流
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

備
品
は
足
り
て
い
る
か
、
誰
も
が
集
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
、
住
民
や
利
用
者
の
要
望
を
把
握
し
、
改
善
検
討
を
。

答　

備
品
は
、
利
用
者
の
声
や
各
館
長
か
ら
の
報
告
等
を
も

と
に
、
不
足
し
て
い
る
も
の
や
更
新
が
必
要
な
も
の
の
購
入

に
努
め
て
い
る
。
要
望
の
把
握
は
、
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の

登
録
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
随
時
施
設

職
員
に
よ
る
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
区
公
民

館
で
必
要
な
備
品
は
、
年
次
計
画
に
よ
り
更
新
し
て
い
き
た

い
。そ

の
他
の
質
問
事
項

○
障
が
い
者
施
策

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
民
の
声
、

日
本
共
産
党
、
改
革
の
し
ろ
）

菊 

地　

時 

子

小
・
中
学
校
で
抜
き
打
ち
避
難
訓
練
を

質　

防
災
教
育
の
先
進
校
で
は
「
落
ち
て
こ
な
い
、
倒
れ
て

こ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
給
食
配
膳
中
や
登
下
校
時
な
ど
に

も
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守

れ
る
よ
う
当
市
で
も
導
入
の
考
え
は
。

答　

抜
き
打
ち
避
難
訓
練
は
、
東
日
本
大
震
災
等
を
き
っ
か

け
に
始
め
た
学
校
も
あ
り
、
平
成
28
年
度
に
実
施
ま
た
は
実

施
予
定
の
小
学
校
が
５
校
、
中
学
校
が
１
校
と
な
っ
て
い
る
。

抜
き
打
ち
避
難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
の
で
、
先
進
事
例
を
紹
介
し
、
実
施
の
拡
充
に
努

め
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
拡
大
の
た
め
専
属
部
署
設
置
を

質　

寄
附
額
全
国
２
位
の
焼
津
市
で
は
自
主
財
源
の
確
保
を

第
一
と
す
る
の
で
は
な
く
地
域
の
産
業
振
興
を
目
的
と
し
て

い
る
。
同
様
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
特
化
し
た
専
属
部
署
を
設

け
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
は
企
画
部
総
合
政
策
課
で
対
応
し
て
お

り
、
業
務
量
は
多
い
も
の
の
、
事
業
を
滞
り
な
く
推
進
し
て

お
り
、
現
段
階
で
、
新
た
な
部
署
の
設
置
は
想
定
し
て
い
な

い
。
た
だ
、
今
後
も
取
り
組
み
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
業
務
体
制
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
常
測
火
山
と
な
る
十
和
田
火
山
の
影
響

○
指
定
管
理
者
の
報
告
等
調
査
の
あ
り
方

○
議
員
等
問
い
合
わ
せ
記
録
の
整
備
公
開

希
望

佐 

藤　

智 

一


